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❶ テンダー ラビング ケア tender loving care
　　「愛」とは、誰かの心に希望の灯りをともすことです
　　自分に何ができるかをまず考えることです
　　（日野原重明著 テンダーラブより）

❷ スローライフ
　　丁寧に考えること　誠実に対応すること

仁敬
だより

JINKEI  DAYORI
〈仁厚会〉

〈敬仁会〉

第62回ふれあいはあとまつり～地域の絆を深めた1日～
　これまで仁厚会、敬仁会の広報誌「仁厚会だより」「敬仁」をご愛読い
ただきありがとうございます。今号より両法人の合同広報誌「仁敬だより」
としてリニューアルいたしました。今後も両法人の情報を地域の皆様にお伝
えしていきますので、引き続きご愛読の程よろしくお願いいたします。

仁敬だよりの発行に寄せて
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平成29年６月3日（土）

第62回
社会医療法人 仁厚会　　社会福祉法人 敬仁会

藤井一博理事長挨拶

鳥取看護大学ダンスサークル様厚生病院協力による「測ってわかる血管年齢！」

はあと風船飛ばし

井上派練流慶心会による空手演武

「ふれあい・ささえあい・たすけあい ～地域にひろがる 　　　　の絆～」

　６月３日（土）「第６２回ふれあいはあとまつり」を開催しました。本
当に大勢の地域の皆様にご来場いただき誠にありがとうございます。朝
方の爽やかな風も皆様の参加で直ぐに会場全体が大変な熱気につつまれ
ました。今年はテーマを「ふれあい・ささえあい・たすけあい　～地域
にひろがる　　　　 の絆～」と題して、地震復興の一助として地域の皆
様に元気になって頂こうと開催しました。私たちも皆様から元気を頂き
これからも地域の医療・福祉について皆様に安心して頂けるような法人
として頑張って行こうと気持ちを新たにした1日となりました。
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今
年
の
あ
い
サ
ポ
ー
ト
ブ
ー
ス
で
は
、

手
話
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
「
指
文
字
で
自
分

の
名
前
を
つ
く
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？
」
を

設
け
、
手
話
に
興
味
を
持
っ
て
く
だ
さ
っ

た
方
と
た
く
さ
ん
交
流
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
あ
い
サ
ポ
ー
ト
運
動
は
、
平
成
21
年
に

鳥
取
県
に
て
産
声
を
あ
げ
ま
し
た
。
あ
い

サ
ポ
ー
ト
研
修
に
取
り
組
む
「
あ
い
サ

ポ
ー
ト
企
業
」
も
現
在
は
仁
厚
会
・
敬
仁

会
も
含
め
全
国
で
１
，０
０
４
事
業
所
と
、

運
動
の
輪
が
広
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
多

く
の
方
に
「
様
々
な
障
が
い
」
を
正
し
く

理
解
し
て
頂
き
、『
障
が
い
者
と
の
共
生

社
会
』
を
実
現
す
る
た
め
、
今
後
も
様
々

な
機
会
を
利
用
し
て
啓
発
活
動
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

※�

「
あ
い
サ
ポ
ー
ト
運
動
」
の
狙
い
は
、「
多
く
の
人
に
障
が

い
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
」
で
す
。

地
域
に
広
が
れ
!!
「
あ
い
サ
ポ
」の
輪

手話体験の様子

　

藤
井
政
雄
記
念
病
院
附
属
歯
科
ク
リ

ニ
ッ
ク
と
病
院
検
査
室
が
協
力
し
、
歯
科

相
談
を
実
施
し
ま
し
た
。
内
容
は
、
簡
単

な
歯
科
検
診
、
小
児
フ
ッ
素
塗
布
、
唾
液

検
査
、
歯
科
健
康
相
談
で
す
。

　

唾
液
検
査
で
は
、
虫
歯
菌
数
、
口
臭

指
標
の
ア
ン
モ
ニ
ア
濃
度
等
検
査
結
果

が
即
時
に
グ
ラ
フ
化
し
て
プ
リ
ン
ト
さ
れ

る
の
で
わ
か
り
や
す
か
っ
た
と
評
判
で
し

た
。
検
査
結
果
を
用
い
た
歯
科
健
康
相
談

で
は
、
普
段
の
診
療
と
違
い
時
間
を
気
に

せ
ず
ゆ
っ
た
り
説
明
で
き
、
地
域
住
民
の

方
々
に
口
腔
環
境
の
リ
ス
ク
因
子
や
附
属

歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
存
在
を
知
っ
て
い
た

だ
く
よ
い
機
会
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
当
院
は
一
般
歯
科
・
口
腔
外
科
・
在
宅

歯
科
に
伴
い
口
腔
ケ
ア
支
援
等
も
行
っ
て

お
り
ま
す
。
何
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

歯
科
相
談
コ
ー
ナ
ー

お口の中をチェック

ゴミ拾い隊

東京施設お土産ミニショップ

開会式

郷土芸能「淀江さんこ節」
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　敬仁会では、『最も介護サービスが必要とされる
地域で、最も必要とされる介護サービスを提供して
いく。』という法人の基本精神により、平成19年４月、
東京では初めての施設となる高齢者福祉施設『ル・
ソラリオン葛飾』を開設し、今年で開設10周年を
迎えました。

　平成18年10月、開設準備室のある建設現場へ初めて出勤した時の事
を思い出します。
　平成19年4月、建物が完成し、ご利用者様が次々と入所していただき、
活気と笑顔あふれる施設へと変わっていく様を見守ってきました。
　この10年、関わってくださった全ての皆様に感謝の気持ちでいっぱい
です。これからも皆様に愛される施設であり続けたいと切に願います。

（次長　会見恵子）

　10年前、母が要介護5になりま
した。現在も胃ろうではあります
が、大変元気にしております。
　これもひとえにル・ソラリオ
ン葛飾の明るく、思いやりのあ
るスタッフの皆さまのお陰です。
皆さまへの感謝の気持ちで一杯
です。本当に有難うございます。
（H19.6入所 S様　ご家族）

　新卒で入職し早10年が経ちました。最初は右も左も分からず先輩職員か
ら介護技術を教わる日々で、ただ必死に業務をこなす毎日でした。
　そんな私も現在は部下を持ち指導する立場（主任）となりました。職員が
働きやすい環境を考えコミュニケーションをとるように努めています。これ
からもご利用者に喜んでいただけるサービスが提供できるよう頑張っていき
ます。

（主任　阿部一幾）

～ル・ソラリオン葛飾開設10周年を迎えて～
　ル・ソラリオン葛飾は、今年４月に１０周年を迎えることができました。無事大過なく１１年目を迎えることが
できましたのも、ご家族の皆さま、地域の方々、葛飾区役所ほか関係各位のご支援の賜物と深く感謝申し上げます。
　これからも、これまで以上に地域に根ざした高齢者施設として「より良いサービス」を提供していけるよう、職
員一同努力してまいります、今後ともご支援ご協力を賜りますようお願いいたします。

施設長　根本　明

ル・ソラリオン葛飾
開設10周年祝

フィリピン政府行政官・厚生労働省視察

火災予防業務協力者表彰

初の入居者 100 歳祝い 葛飾区長より記念品贈呈

住　　所：東京都葛飾区青戸 4-16-7
実施事業：介護老人福祉施設／ショートステイ／認知症デイサービス／ケアハウス／居宅介護支援センター事業所概要
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　精神科医として永年医療に従事し、現在も
診療を継続。院長職にあった際は高い倫理観
を持ち、精神患者さんや精神障がい者の人権
向上、療養環境の改善、そして様々な積極的
な業務改善や ITの推進等が高く評価され今
回の受章に至りました。

安心・安全に過ごしていただくために
～防犯対策の強化、災害復旧・耐震工事～

　平成29年4月　学会及び協会認定資格を取得しました。今
後も専門性を高め、より質の高い医療サービスを提供してい
きます。

人間ドック健診指導医がん治療認定医

日本精神科看護協会
精神科認定看護師

日本精神科医学会
認定看護師

森　望美
（藤井政雄記念病院）

藤井　一博
（藤井政雄記念病院）

田熊　麻美
（倉吉病院）

石飛　玲子
（藤井政雄記念病院）

向井　哲朗
（倉吉病院）

認定資格の取得

昨年10月の鳥取県中部地震
により、仁厚会敬仁会施設
も被災しました。今年は「ふ
れあいはあとまつり」チャリ
ティーバザーの売り上げを
復興支援として、全額鳥取
県（中部地震復興頑張ろう
寄付）への寄付とさせて頂
きました。

平成29年 春の叙勲受章

瑞宝小綬章
吉岡　千尋（倉吉病院 名誉院長）

●中部地震による災害復旧工事
平成28年10月21日の鳥取県中部地震により、中部地区病院・施設建
物が被災し、高架水槽の破損、空調・照明設備の落下、外壁タイル剥
落・浴室タイル割れ等が発生。一部国庫補助により修繕工事を実施。

●ババール園園舎耐震工事
園舎の一部は耐震化されておらず、また老朽化していたため、耐震工
事を実施。

地
震 

関
係

●防犯カメラ設置
高齢者施設等における外部からの不審者の侵入に対する防犯
対策を強化するため、防犯カメラを設置。

●非常通報装置設置
夜間や休日など外部からの不審者侵入時に、迅速に警察へ通
報できるよう非常通報装置を設置。

●さすまた購入
不審者侵入時の対策として、さすまたを購入。

●電気錠の導入
病院職員通用口をＩＣカードキーによる電気錠に変更。その
他の出口を専用キーに変更し、外部からの不審者対策とした。

防
犯 

関
係

昨年は相模原障がい者殺傷事件、鳥取県中部地震と痛ましい出来事が発生しました。事件や震災を教訓に、防犯
防災の取り組みを強化した点をご紹介します。

さすまたを使った実技講習（防犯研修会）
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■
は
じ
め
に

　

当
院
は
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
病
棟
と
療
養
病
棟
を
も
つ
こ

と
で
、
地
域
医
療
に
貢
献
し
て
い
ま

す
。
回
復
期
病
棟
で
は
、
そ
の
対
象

が
骨
折
後
や
脳
血
管
障
害
な
ど
の
急

性
発
症
疾
患
患
者
さ
ん
に
ほ
ぼ
限
定

さ
れ
、
目
に
見
え
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
の
効
果
を
得
て
退
院
で
き
ま

す
。
一
方
療
養
病
棟
で
は
少
数
例
で

す
が
慢
性
進
行
性
疾
患
で
あ
る
神
経

難
病
患
者
さ
ん
が
、
病
気
の
進
行
あ

る
い
は
、
誤
嚥
性
肺
炎
や
外
科
手
術
・

外
傷
を
き
っ
か
け
と
し
た
機
能
低
下

に
対
し
て
、
廃
用
症
候
群
と
し
て
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
て
い�

ま
す
。

　

本
稿
で
は
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
患
者

さ
ん
に
対
す
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
に
つ
い
て
解
説
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

■
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
と
は

　

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
は
、
い
わ
ゆ
る

神
経
難
病
の
中
で
は
頻
度
が
高
く
一

般
の
方
に
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
疾

患
で
す
。
手
の
ふ
る
え
・
動
作
が
遅

く
な
っ
て
き
た
・
体
の
バ
ラ
ン
ス
が

悪
く
な
っ
た
・
診
察
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
時
に
関
節
の
動
き
に
抵
抗
が

あ
る
こ
と
な
ど
の
臨
床
症
状
が
あ
り

ま
す
。
発
症
間
も
な
い
時
期
に
は
日

常
生
活
に
支
障
を
き
た
し
ま
せ
ん
が
、

年
月
が
経
つ
に
つ
れ
お
薬
の
効
果
が

少
な
く
な
り
ま
す
。

■  

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
と
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン

　

さ
て
、
原
因
不
明
で
神
経
細
胞
が

少
し
ず
つ
減
っ
て
い
く
慢
性
進
行
性

疾
患
で
あ
る
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
に
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
効
果
が
ど
れ

ほ
ど
あ
る
の
だ
ろ
う
か
？　

と
疑
問

を
お
持
ち
の
方
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
の
答
え
は
日
本
神
経
学
会
監
修
の

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
治
療
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
（
２
０
１
１
）
に
は
次
の
よ
う
に

記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

『C
Q
3-2�

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
は

運
動
症
状
改
善
に
有
効
か
？　

⑴��　

運
動
療
法
が
身
体
機
能
、
健
康

関
連
Ｑ
Ｏ
Ｌ
、
筋
力
、
バ
ラ
ン
ス
、

歩
行
速
度
の
改
善
に
有
効
で
あ
る
。

⑵��　

外
部
刺
激
、
特
に
聴
覚
刺
激
に

よ
る
歩
行
訓
練
で
歩
行
は
改
善
す

る
。
ま
た
音
楽
療
法
も
試
み
る
と

よ
い
。

⑶��　

運
動
療
法
に
よ
り
転
倒
の
頻
度

が
減
少
す
る
。』

■
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
効
果
の
証
拠

　

そ
れ
で
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う

な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
こ

と
で
何
が
改
善
す
る
の
か
。
パ
ー
キ

ン
ソ
ン
病
理
学
療
法
診
療
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
（
日
本
理
学
療
法
士
協
会
）
で

は
多
く
の
研
究
論
文
が
評
価
さ
れ
、

そ
の
中
か
ら
推
奨
さ
れ
る
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑴��　

筋
力
増
強
運
動
…
エ
ル
ゴ
メ
ー

タ
ー
を
用
い
た
大
腿
四
頭
筋
の
筋

力
増
強
介
入
を
行
う
こ
と
で
移
動

能
力
、
階
段
昇
降
所
要
時
間
な
ど

が
改
善
し
た
。

⑵��　

バ
ラ
ン
ス
運
動

…
ト
レ
ッ
ド
ミ
ル

を
用
い
た
前
後
左

右
へ
の
歩
行
練
習

と
ト
レ
ッ
ド
ミ
ル

上
で
の
前
後
左
右

の
ス
テ
ッ
プ
練
習

に
よ
り
歩
行
の
ス

ピ
ー
ド
、
動
的
バ

ラ
ン
ス
の
向
上
を

認
め
た
。

⑶��　

全
身
運
動
…
エ

ル
ゴ
メ
ー
タ
ー
で

の
有
酸
素
運
動
は

歩
幅
、
歩
行
速
度

を
改
善
し
た
。

⑷��　

ト
レ
ッ
ド
ミ
ル
歩
行
…
ト
レ
ッ

ド
ミ
ル
歩
行
訓
練
は
、
歩
行
速
度
・

ス
ラ
イ
ド
長
・
歩
行
速
度
を
改
善

し
た
。

⑸��　

在
宅
運
動
療
法
…
転
倒
を
繰
り

返
す
患
者
の
た
め
の
個
別
ホ
ー
ム

プ
ロ
グ
ラ
ム
（
ス
ト
レ
ッ
チ
ン
グ
、

関
節
可
動
域
訓
練
、
バ
ラ
ン
ス
訓

練
、
歩
行
訓
練
、
転
倒
予
防
教
育
）

を
施
行
し
た
群
は
何
も
し
な
か
っ

た
群
に
比
べ
有
意
に
転
倒
頻
度
外

傷
を
伴
う
転
倒
が
低
率
と
な
っ
た
。

⑹��　

感
覚
刺
激
…
歩
行
障
害
を
示
す

患
者
に120H

z

の
リ
ズ
ム
刺
激
を

毎
日
最
低
1
時
間
、
３
～
４
週
続

け
る
こ
と
で
歩
行
速
度
が
有
意
に

向
上
し
た
。

⑺��　

太
極
拳
・
ダ
ン
ス
…
太
極
拳
の

レ
ッ
ス
ン
、タ
ン
ゴ
ダ
ン
ス
の
レ
ッ

ス
ン
を
受
け
た
患
者
群
は
バ
ラ
ン

ス
ス
ケ
ー
ル
の
有
意
な
改
善
を
認

め
た
。

■  

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
現
状
と

展
望

　

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
患
者
さ
ん
へ
の

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
効
果
と
そ

の
具
体
例
に
つ
い
て
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
準
じ
解
説
し
ま
し
た
。
実
際
に
は

個
々
の
患
者
さ
ん
の
そ
の
時
点
で
の

重
症
度
に
応
じ
て
、
オ
ー
ダ
ー
メ
ー

ド
の
理
学
療
法
、
作
業
療
法
、
嚥
下

を
含
め
た
言
語
療
法
が
な
さ
れ
、
一

部
の
施
設
で
は
音
楽
療
法
も
取
り
入

れ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
パ
ー
キ

ン
ソ
ン
病
に
特
化
し
た
リ
ハ
ビ
リ
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
リ
ー
・
シ
ル
バ
ー

マ
ン
療
法
も
少
し
ず
つ
広
ま
っ
て
き

ま
し
た
。
幅
広
い
知
識
と
経
験
を
有

す
る
主
治
医
の
先
生
の
も
と
で
、
日

進
月
歩
の
内
科
的
治
療（
薬
物
調
整
）、

外
科
的
治
療
（
脳
深
部
刺
激
）
を
考

慮
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
ま
ず
は
発

病
初
期
か
ら
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
の
処
方
を
お
受
け
に
な
る
こ
と
を

推
奨
し
ま
す
。

「パーキンソン病と
リハビリテーション」

米子東病院
石 田 　 玄 医師が

わかりやすく解説

米子東病院　診療部長
神経内科

石 田 　 玄

医師の
  明瞭解説

筋固縮チェック

入院患者さんのリハビリの様子
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敬
仁
会
で
は
、
現
在
高
齢
者
福

祉
、
障
が
い
者
福
祉
、
保
育
な
ど

様
々
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

て
お
り
ま
す
。
事
業
拡
大
に
伴
い

職
員
数
も
急
増
し
、
法
人
に
よ
る

明
確
な
リ
ス
ク
定
義
と
各
事
業
所

を
横
断
し
た
情
報
共
有
が
重
要
と

な
り
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
介
護
保
険
法
等
に

お
い
て
は
、
事
業
所
の
責
務
と
し

て
、
次
の
体
制
整
備
を
求
め
ら
れ

て
お
り
ま
す
。

◆
火
災
等
の
非
常
災
害
へ
の
体
制

◆
個
人
情
報
漏
洩
に
対
す
る
体
制

◆�

事
故
発
生
時
の
対
応
改
善
へ
の

体
制

　
ま
た
、
当
法
人
で
は
、
職
員
増

に
比
例
し
、
送
迎
時
の
車
両
事
故

も
増
加
し
て
お
り
ま
し
た
。
更
に

は
、
近
頃
は
『
働
き
方
改
革
』
と

し
て
、
就
労
者
の
労
働
環
境
改
善

が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
福
祉
現
場
に
お
け
る『
リ
ス
ク
』

は
、
往
々
に
し
て
『
自
然
災
害
・

サ
ー
ビ
ス
提
供
中
の
事
故
』
が
語

ら
れ
ま
す
が
、
敬
仁
会
で
は
様
々

な
視
点
に
て
リ
ス
ク
を
定
義
し
て

お
り
ま
す
。

Ｉ
Ｓ
Ｏ
活
用
の
リ
ス
ク
管
理
の

取
り
組
み

　
当
法
人
で
は
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１

を
認
証
取
得
し
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
を
活
用

し
た
リ
ス
ク
管
理
を
行
っ
て
お
り

ま
す

◆�

各
種
手
順
書
の
整
備
と
継
続
的

更
新

◆
事
故
予
防
に
向
け
た
情
報
共
有

　
・�

是
正
予
防
処
置
報
告
書
の

分
析
と
活
用

◆
事
故
等
発
生
時
の
詳
細
な
検
証

　
・�

事
故
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
報
告
書

の
作
成
と
分
析

◆�

職
員
の
創
意
工
夫
を
促
す
提
案

の
推
奨

　
・�

提
案
制
度
に
よ
る
提
案
書

敬
仁
会
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

委
員
会

　
当
法
人
で
は
、
各
施
設
は
も
と

よ
り
、
全
施
設
を
横
断
す
る
法
人

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
委
員
会
を

設
置
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
委
員

会
に
は
リ
ス
ク
種
別
に
沿
っ
て
部

会
（
5
部
会
）
を
組
織
し
、
各
施

設
間
の
情
報
共
有
と
部
会
提
案
の

活
動
を
法
人
全
体
へ
浸
透
さ
せ
る

取
り
組
み
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

◆
リ
ス
ク
管
理
の
基
本
的
考
え
方

①��

リ
ス
ク
・
苦
情
等
の
未
然
防

止
の
た
め
、
意
識
啓
発
と
未

然
防
止
策
を
徹
底

②��
発
生
後
の
処
理
対
策
を
徹
底

し
、
損
害
の
最
小
化
に
努
め
る

③��

効
果
的
な
未
然
防
止
策
の
検

討
、
発
生
後
の
処
理
の
評
価

の
実
施

④��

事
故
の
再
発
防
止
に
努
め
る

◆�

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
各
部
会

取
組
み

当
法
人
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

委
員
会
各
部
会
の
活
動
を
紹
介
致

し
ま
す
。

①�

安
全
衛
生
部
会

　
職
員
の
労
働
環
境
改
善
と
労
働

災
害
な
ど
の
予
防
に
向
け
た
取
り

組
み
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
今
は
職
員
の
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
対
策
等
の
取
り
組
み
も

行
っ
て
お
り
ま
す
。

・�

発
生
し
た
労
働
災
害
の
分
析
・

検
討
と
改
善
策
の
提
案

・�

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
実
施
後
の

改
善
計
画
策
定
と
実
施

・�

社
内
報
に
よ
る
職
員
へ
の
労

災
対
策
の
意
識
啓
発

②�

災
害
対
策
部
会

　
火
災
・
自
然
災
害
に
対
す
る
取

り
組
み
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
昨

年
他
県
の
福
祉
施
設
に
お
い
て
事

件
が
発
生
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、

防
犯
対
策
の
取
り
組
み
に
も
力
を

入
れ
て
お
り
ま
す
。

・�

各
施
設
保
管
の
備
蓄
品
チ
ェ
ッ
ク

・�

各
施
設
作
成
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業

継
続
計
画
）
の
定
期
更
新

・�

防
災
対
策
等
に
か
か
る
備
品
導

入
提
案

③�

安
全
運
転
管
理
部
会

　
法
人
内
で
発
生
し
た
交
通
事
故

の
原
因
分
析
を
踏
ま
え
、
以
下
の

取
り
組
み
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

・�
自
動
車
学
校
に
お
け
る
運
転
実

技
講
習

・�
警
察
官
を
講
師
と
し
た
交
通
安

全
研
修

・�

各
施
設
安
全
運
転
管
理
者
に
よ

る
研
修

④�

事
故
防
止
対
策
部
会

　
サ
ー
ビ
ス
提
供
中
の
事
故
を
減

少
さ
せ
る
た
め
に
、
全
施
設
か
ら

提
出
さ
れ
た
事
故
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト

報
告
書
を
集
計
し
全
施
設
に
情
報

共
有
を
図
っ
て
い
ま
す

・�

リ
ス
ク
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
外
部
研

修
に
参
加
、
法
人
内
で
の
伝
達

研
修
実
施

・�

介
護
事
故
等
発
生
の
時
間
・
場

所
な
ど
の
デ
ー
タ
集
計
、
事
例

検
討
会
の
実
施

・�

事
故
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
報
告
月
間

を
設
け
職
員
の
積
極
的
な
事
故

防
止
案
を
募
集

⑤�

法
令
遵
守
部
会

　
個
人
情
報
保
護
・
虐
待
防
止
問

題
な
ど
利
用
者
等
の
権
利
擁
護
に

重
点
を
置
い
た
取
り
組
み
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。

・�

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
研
修
の
実
施

・�

虐
待
の
芽
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に

よ
る
職
員
の
意
識
高
揚
を
促
進

・�

身
体
拘
束
・
虐
待
防
止
に
向
け
た

施
設
間
相
互
チ
ェ
ッ
ク
の
実
施

当
法
人
は
、
ご
利
用
者
の
安
心

安
全
に
重
点
を
置
い
た
施
設
運

営
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

様
々
な
リ
ス
ク
を
想
定

安
全
・
安
心
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
向
け

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
取
り
組
み
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Ｏ
Ｍ
Ａ
Ｔ（
オ
ー
ラ
ル・マ
ネ
ジ
メ
ン
ト・チ
ー
ム
）始
動
!!

 

ル
・
サ
ン
テ
リ
オ
ン
北
条

ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
日
本・鳥
取 

２
０
１
７
開
幕

　
ご
利
用
者
の
摂
食
嚥
下
機
能
を
維
持･

向
上
さ
せ
、『
食
べ
る
喜
び
』
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
た
め
に
立
ち
上
が
っ
た
の
が
Ｏ
Ｍ
Ａ
Ｔ
（
オ
ー
ラ
ル
・マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
チ
ー
ム
）。

　
藤
井
政
雄
記
念
病
院
と
藤
井
政
雄
記
念
病
院
附
属
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
よ
り
ス
タ
ッ

フ
の
派
遣
を
受
け
、
歯
科
医
師
、
歯
科
衛
生
士
、
言
語
聴
覚
士
、
理
学
療
法
士
、
看

護
師
、
介
護
士
、
管
理
栄
養
士
が
一
丸
と
な
り
、

口
腔
内
環
境
や
摂
食
嚥
下
の
確
認
、
姿
勢
調
整

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
第
１
回
目
の
ラ
ウ
ン
ド
か
ら
す
ぐ
に
車
い
す

の
角
度
や
食
具
の
変
更
が
さ
れ
、
ご
利
用
者
の

『
食
べ
る
喜
び
』に
向
か
っ
て
進
み
始
め
ま
し
た
。

　

病
院
と
老
人
保
健
施
設
の
連
携
を
強
化
し
、

ご
利
用
者
や
ご
家
族
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
活

動
を
し
て
参
り
ま
す
。

　
５
月
28
日
、
ハ
ワ
イ
夢
広
場
（
鳥
取

県
東
伯
郡
湯
梨
浜
町
）
に
て
ス
ペ
シ
ャ

ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
日
本
・
鳥
取
の

２
０
１
７
年
度
総
合
開
会
式
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス

日
本
・
鳥
取
の
活
動
に
は
、
敬
仁
会
施

設
の
ご
利
用
者
も
ア
ス
リ
ー
ト
と
し
て

参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、仁
厚
会・

敬
仁
会
職
員
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

関
わ
っ
て
お
り
、
ご
利
用
者
の
健
康
増

進
と
社
会
参
加
を
促
進
す
る
一
助
と
な

る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

多職種で意見を出し合い評価。ケア
の実践につなげます！

■スペシャルオリンピックスとは
　知的障がいのある人たちに様々なス
ポーツトレーニングとその成果の発表
の場である競技会を、年間を通じ提供
している国際的なスポーツ組織です。

仁
厚
会
の「

食」
を支
える職員をクローズ

ア
ッ
プ

JIN’S
キッチン

Vol.8

―
と
て
も
豪
華
な
お
食
事
で
す

ね
！
ま
さ
か
、
病
院
給
食
で
は

な
い
で
す
よ
ね
？

　
藤
井
政
雄
記
念
病
院
ヘ
ル
ス
ケ

ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、
人
間
ド
ッ
ク
を

利
用
さ
れ
る
皆
様
に
昼
食
を
提
供

し
て
い
ま
す
。
検
査
の
関
係
で
朝

食
を
召
し
上
が
ら
ず
に
来
院
さ
れ

ま
す
の
で
、
少
々
ボ
リ
ュ
ー
ム
が

あ
る
食
事
と
な
っ
て
い
ま
す
。
地

元
産
の
旬
の
食
材
を
多
く
使
用
し
、

バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
事
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
目
玉
は
鳥
取
和
牛

の
『
オ
レ
イ
ン
55
』
を
使
用
し
た

牛
し
ゃ
ぶ
で
す
。『
オ
レ
イ
ン
55
』

は
オ
レ
イ
ン
酸
が
豊
富
で
、
動
脈

硬
化
や
高
血
圧
な
ど
生
活
習
慣
病

の
予
防･

改
善
が
期
待
で
き
る
と

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
メ
イ
ン
料

理
は
４
つ
の
魚･

肉
料
理
か
ら
選

択
で
き
、
最
近
で
は
「
う
な
ぎ
の

蒲
焼
」
の
提
供
も
始
め
ま
し
た
。

―��

厨
房
に
お
邪
魔
し
ま
し
た
。
と

て
も
き
れ
い
な
盛
り
付
け
で
す

ね
！

　
「
美
味
し
い
」
と
言
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
心
を
込
め
て
作
っ
て
い

ま
す
。
食
欲
を
そ
そ
る
よ
う
に
彩

り
を
考
え
、
美
し
く
盛
り
付
け
る

事
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
食
べ
や

す
さ
と
い
う
点
で
も
野
菜
や
果
物

の
切
り
方
な
ど
日
々
考
え
て
作
ら

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

―��

ヘ
ル
ス
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
栄
養
士

に
聞
き
ま
し
た
！
食
事
を
さ
れ

た
方
の
反
応
は
い
か
が
で
す

か
？

　
「
い
つ
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
」「
地
元
産
の
旬
の
食
材
を
使
わ

れ
て
い
て
安
心
で
き
る
」
な
ど
と

て
も
好
評
で
す
。
多
く
の
食
材
を

使
っ
た
食
事
で
す
の
で
家
庭
料
理

の
参
考
に
し
た
い
と
言
わ
れ
る
方

も
あ
り
ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
を

通
し
て
実
際
に
召
し
上
が
っ
た
方

の
意
見
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
今

後
も
定
期
的
に
メ
ニ
ュ
ー
を
検
討

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

―��

今
後
も
ど
の
よ
う
な
食
事
が
提

供
さ
れ
る
か
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
！

　
健
康
増
進
、
疾
病
の
予
防
や
早

期
発
見･

早
期
治
療
の
為
に
、
年

に
１
度
は
健
康
診
断
を
受
診
す
る

事
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。
栄
養

士
だ
け
で
な
く
、
厨
房
職
員
や
ヘ

ル
ス
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
職
員
か
ら
も

ア
イ
デ
ィ
ア
を
も
ら
い
な
が
ら
、

人
間
ド
ッ
ク
の
食
事
が
〝
健
康
診

断
を
受
け
る
〟
き
っ
か
け
の
１
つ

と
な
る
よ
う
、
今
後
も
地
域
の
皆

様
に
満
足
し
て
い
た
だ
け
る
食
事

提
供
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

丁寧に…美しく…

５月より、新メニューとなりました

私たちが作っています！

今
回
は
藤
井
政
雄
記
念
病
院
に

お
邪
魔
し
ま
し
た
。

『
人
間
ド
ッ
ク
の

�

ご
は
ん
っ
て
？
』
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仁
厚
会
・
敬
仁
会
で
は
、
地
域
貢
献
活
動
の
一
環

と
し
て
各
事
業
所
が
様
々
な
地
域
活
動
に
参
加
し
て

い
ま
す
。

■
地
域
で
の
料
理
教
室
に
参
加
し
ま
し
た

 

ル
・
ソ
ラ
リ
オ
ン

　

ル
・
ソ
ラ
リ
オ
ン
で
は
、
要
望
が
あ
れ
ば
地
域
に

出
向
き
施
設
の
知
識
や
技

術
を
還
元
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
５
月
16
日
に
は
地
元
公

民
館
か
ら
「
食
べ
に
く
い

食
材
を
や
わ
ら
か
く
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
の
料
理
教

室
開
催
の
依
頼
を
受
け
、

管
理
栄
養
士
が
講
師
と
し
て
出
向
い
て
き
ま
し
た
。

本
当
に
食
べ
や
す
い
！
と
て
も
参
考
に
な
っ
た
、
と

好
評
で
し
た
。

■  
彼
岸
花
の
里
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
ま

し
た�

大
和
保
育
園

　

６
月
８
日　

米
子
市
淀
江
町
の
国
史
跡
・
上
淀
廃

寺
跡
で
開
催
さ

れ
た
『
彼
岸
花

の
里
づ
く
り
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
』

(

実
行
委
員
会

長
谷
川
明
洋
事

務
局
長
）
に
大

和
保
育
園
の
年

長
児
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
地
域
の
有
志
が
参
加
し

て
、
地
域
一
体
と
な
っ
て
国
の
史
跡
を
保
存
す
る
目

的
で
平
成
26
年
か
ら
彼
岸
花
の
植
え
付
け
が
始
ま
り
、

今
年
で
４
年
目
を
迎
え
る
事
業
で
す
。

　

参
加
し
た
園
児
は
、
球
根
の
上
下
を
間
違
え
な
い

よ
う
に
丁
寧
に
植
え
付
け
、
最
後
に
腐
葉
土
を
被
せ

て
上
手
に
植
栽
を
行
い
ま
し
た
。

　

植
栽
後
に
は
、
近
く
の
神
社
に
お
祀
り
し
て
あ
る

本
州
で
は
こ
こ
に
し
か
な
い
珍
し
い
『
石
馬
』
を
拝

観
し
ま
し
た
。

　

こ
の
植
栽
や
地
域
の
宝
等
、
地
域
の
史
跡
や
歴
史

に
触
れ
る
こ
と
で
、
園
児
に
郷
土
愛
を
育
ん
で
も
ら

え
た
ら
と
思
い
ま
す
。

■  

第
30
回
北
栄
町
す
い
か
・
な
が
い
も
健
康
マ
ラ
ソ

ン
大
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加

日
に
ち
：
６
月
18
日

内　
容
：

�
�

10
キ
ロ
コ
ー
ス
大
谷
救
護
所
に
て
給
水
・

ス
ポ
ン
ジ
提
供
等

参
加
事
業
所
：
ル
・
サ
ン
テ
リ
オ
ン
北
条

■  

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
＠
浜
村
温
泉

日
に
ち
：
５
月
９
日

内　
容
：��

鳥
取
市
が
進
め
る
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ま
ち

づ
く
り
活
動
に
、
お
そ
う
じ
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
参
加

（
※
古
い
建
物
に
今
の
時
代
に
適
し
た
新
し
い
機
能
を
加
え
る
こ
と
）

参
加
事
業
所
：
ガ
ー
デ
ン
ハ
ウ
ス
は
ま
む
ら

（
※
）

北
栄
町
に
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ「
な
う
」（
認
知
症
カ
フ
ェ
）が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
！

ド
リ
ン
ク
１
本
で
社
会
を
変
え
る

地
域
の
一
員
と
し
て

ル
・
サ
ン
テ
リ
オ
ン
北
条

マ
グ
ノ
リ
ア 

他

　

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ま
ち
づ
く
り
ネ
ッ
ト

と
北
栄
町
が
中
心
と
な
り
、
認
知
症

に
関
わ
る
方
が
気
軽
に
話
せ
る
憩
い

の
場
と
し
て
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ「
な
う
」

が
4
月
21
日
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
北
栄
町
内
の
事
業
所
が
順
番
で
運

営
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
ル
・
サ
ン
テ

リ
オ
ン
北
条
も
6
月
16
日
（
金
）、
9

月
15
日
（
金
）、
1
月
5
日
（
金
）
に

お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ぜ
ひ
皆
様
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ

い
！

　

社
会
貢
献
自
動
販
売
機
「
夢
の
貯
金
箱
」
は
、
飲
料
1
本
に
つ
き
10
円

が
社
会
貢
献
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
寄
付
さ
れ
る
自
動
販
売
機
で
、
日
本
財
団

が
運
営
し
て
い
ま
す
。

　
仁
厚
会・敬
仁
会
で
は
、こ
の
自
動
販
売
機
を
マ
グ
ノ
リ
ア
、グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
か
り
ん
、
ル
・
サ
ン
テ
リ
オ

ン
東
郷
、
ル
・
サ
ン
テ
リ
オ
ン

北
条
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
夢
の
貯
金
箱
を
通
し

て
、「
み
ん
な
が
み
ん
な
を
支

え
る
社
会
」
の
実
現
を
目
指
し

て
い
き
ま
す
。

夢の貯金箱

彼岸花の里

石馬

おそうじボランティア
床磨き

栄養士が地域の方へアドバイス

オレンジカフェ「なう」
《営業》
　毎月第１・３金曜日
　13 時 30 分
 ～ 15 時 30 分

《場所》
　  北栄町由良宿
　（JR コナン駅前）
※  申し込み不要、
　参加費 200 円（飲み物代）
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職
員
の
介
護
福
祉
士
資
格
取
得
を
支
援
す

る
た
め
、
敬
仁
会
で
は
平
成
29
年
3
月
24
日

付
に
て
奨
学
資
金
貸
付
規
程
を
改
正
し
、『
介

護
福
祉
士
実
務
者
研
修
』
受
講
者
へ
の
費
用

貸
付
を
追
加
し
ま
し
た
。

　
仁
厚
会
・
敬
仁
会
で
は
、
医
療
福
祉
の
専

門
職
を
目
指
す
方
を
応
援
す
る
奨
学
金
制
度

が
あ
り
ま
す
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
も
法
人
と
し
て
試
験
対
策
講
座

の
開
催
、
研
修
受
講
に
配
慮
し
た
勤
務
調
整

等
、
職
員
の
資
格
取
得
を
応
援
し
て
き
ま
し

た
が
、
今
回
の
改
正
で
費
用
面
で
の
支
援
が

可
能
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
当
法

人
で
は
職
員
の
学
習
と
成
長
を
応
援
し
て
い

ま
す
。

　
現
在
は
知
識
・
経
験
は
無
く
て
も
、
医
療
・

福
祉
施
設
に
て
働
い
て
み
た
い
方
、
専
門
資

格
の
取
得
を
目
指
し
た
い
方
等
お
ら
れ
ま
し

た
ら
、
是
非
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
仁
厚
会
人
事
課

�

☎
（
０
８
５
８
）
２
６・１
０
１
２

　
敬
仁
会
人
事
課

�

☎
（
０
８
５
８
）
２
６・３
０
７
３

　

敬
仁
会
で
は
、
第
三
者
委
員
を
交

え
た
苦
情
解
決
委
員
会
を
設
置
し
て

い
ま
す
。
年
に
２
回
委
員
会
を
開
催

し
、
各
施
設
で
受
け
付
け
た
苦
情
等
に

つ
い
て
情
報
共
有
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
６
月
23
日
に
開
催
し
た
委
員
会
で
は
、

第
三
者
委
員
よ
り
ご
利
用
者
・
ご
家
族

へ
の
情
報
の
伝
え
方
に
つ
い
て
の
ア
ド

バ
イ
ス
や
、
苦
情
受
付
体
制
に
つ
い
て

お
褒
め
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
宿
泊
型
自
立
訓
練
事
業
所
あ
ず
さ
と
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
ハ
ピ
ネ
ス
で
は
、
平
日
に
仕
事
や
日

中
活
動
に
出
ら
れ
て
い
る
方
を
対
象
に
、
休
日

の
余
暇
支
援
の
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
平
日
に
自
分
で
買
い
物
に
出

ら
れ
な
い
方
や
大
き
な
買
い
物
等
で
相
談
し
な

が
ら
決
め
た
い
方
へ
の
買
い
物
支
援
、
休
日
を

充
実
し
た
も
の
に
す
る
た
め
の
趣
味
な
ど
の
支

援
や
、
健
康
の
た
め
に
屋
外
で
の
散
歩
、
休
日

の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
と
し
て
季
節
を
楽
し
ん
で
い

た
だ
く
等
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
就
労
支
援
事
業
所
な
ど
で
日
中
活
動

に
参
加
さ
れ
て
い
る
方
は
夕
方
に
帰
っ
て
来
ら

れ
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
方
の
支
援
の
充
実
を
目

的
と
し
て
19
時
ま
で
の
遅
番
勤
務
を
開
始
し
ま

し
た
。

　
日
中
活
動
先
で
の
相
談
を
受
け
た
り
、
日
々

の
健
康
確
認
を
行
っ
て
い
ま
す
。
職
員
、
利
用

者
と
も
毎
日
顔
の
見
え
る
支
援
を
行
う
こ
と
が

で
き
、
安
心
し
て
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
充
実
し
た
サ
ー
ビ
ス
と
余
暇
支
援
で

活
動
と
休
息

の
バ
ラ
ン
ス

を
取
り
、
利

用
者
に
満
足

し
て
い
た
だ

け
る
施
設
作

り
を
目
指
し

ま
す
。

苦
情
解
決
委
員
会
開
催

相
談
体
制
の
強
化
と

 

休
日
の
余
暇
支
援
に
つ
い
て

奨
学
金
制
度
の
適
用
拡
大 

～「
介
護
福
祉
士
」の
取
得
を
支
援
し
て
い
ま
す
！

敬
仁
会

在
宅
医
療
福
祉
セ
ン
タ
ー

敬
仁
会
・
仁
厚
会

①通学制（  来春各養成校への進学を考えている方、
現在養成校に在籍している方対象）
養成校種別 仁厚会 敬仁会

医師 〇 〇
看護師・准看護師 〇 〇
介護福祉士 〇 〇

②通信制（法人在籍職員対象）
養成校種別 仁厚会 敬仁会

看護師 〇 －
介護福祉士実務者研修 〇 〇
精神保健福祉士・社会福祉士 〇 －

苦情解決委員会の様子

～
仁
厚
会
・
敬
仁
会
の
奨
学
金
制
度
～

　  

　
平
成
28
年
度
介
護
福
祉
士
国
家
試

験
よ
り
受
験
要
件
に
追
加
さ
れ
た
研

修
で
す
。

　
①
無
利
子
で
の
貸
付

　
②
研
修
受
講
料
を
貸
付

　
③  

介
護
福
祉
士
国
家
試
験
合
格
後
、

2
年
間
法
人
内
で
就
労
し
た
場
合

は
返
済
免
除

★
介
護
福
祉
士
実
務
者
研
修
と
は

★
奨
学
金
貸
付
の
ポ
イ
ン
ト

苦
　
情
　
内
　
容

職員の接遇サービス 31件
サービスの質や量 7件
利用料請求等の事務処理 0件
説明・情報提供 15件
権利侵害等 2件
被害・損害等 4件
施設・設備等 4件
その他 14件

合　　計 77件
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ガーデンハウスよどえ ル・サンテリオンよどえ

ル・サンテリオン鹿野
倉吉病院ババール園

レコードから流れてくる懐かしの曲を、
コーヒーと共に楽しんでいます

藤美流祥扇会の皆さんによる
懐かしい歌や踊り

お釈迦様の誕生日に
白い象をお迎えして

花まつり
落語家「桂まめだ師匠」から
元気と笑いのプレゼント

三朝町で
ボランティア・
保護者と一緒に田植え体験！

　平成30年３月卒業予定の方を対象に、定期採用試験を行います。
　地元で働きたい方、人と接することが好きな方、ぜひご応募ください。

●求人職種
　��看護師、准看護師、介護職員、保育士、調理員、
事務員、診療放射線技師

●勤務地
　仁厚会、敬仁会の鳥取県内事業所
　※敬仁会は東京施設での求人も行っています。
●試験日程
　Ａ日程＝８月18日（金）、Ｂ日程＝９月20日（水）
●施設見学ツアー
　��仁厚会と敬仁会の高齢者施設を見学していただ
きます。介護のお仕事に興味のある方、奨学金
の利用を検討されている方、どなたでもご参加
いただけます。

日にち 時間 集合場所 参加申込

7月15日（土） 13：30 ～ ル・サンテリオン
よどえ

7月11日
必着

7月22日（土） 13：30 ～ 倉吉病院 7月18日
必着

●インターンシップ
鳥取県のインターンシップ事業に登録していま
す。就活生も１・2年生もぜひご参加ください。

実習メニュー 実習地 日数 時期

仁厚会
地域複合型 北栄町 2日

7月中旬
～

9月上旬

施 設 型 鳥取市、北栄町、
米子市 1日

敬仁会
倉吉市（米子市、
大山町での実習も
相談に応じます）

1 ～ 2日

とっとりインターンシップのHPもご覧ください
� https://www.tottori-internship.net/
●新規学卒者以外の求人について
　��看護師、准看護師、介護職員、保育士、精神保
健福祉士、社会福祉士、介護支援専門員、夜勤
専門員、事務員などの求人を行っています。医
療福祉の資格をお持ちの方、無資格未経験でも
介護の仕事に興味のある方、ぜひお問い合わせ
ください。

《求人や見学、インターンシップに関するお問い合わせ先》
仁厚会　人事課（電話 0858－26－1012）
敬仁会　人事課（電話 0858－26－3073）

仁厚会・敬仁会　合同定期採用試験のご案内
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医療福祉センター倉吉病院
 TEL.0858-26-1011
藤井政雄記念病院 TEL.0858-26-2111
米 子 東 病 院　 TEL.0859-56-5232

藤井政雄記念病院 TEL.0858-26-2111
藤井政雄記念病院附属歯科クリニック  TEL.0858-26-4276
大和保育園  TEL.0859-56-2203

ル・サンテリオン北条 TEL.0858-36-5220
ル・サンテリオン鹿野 TEL.0857-84-3700
ガーデンハウスはまむら TEL.0857-82-6500
ル・サンテリオンよどえ TEL.0859-56-4073

ガーデンハウスよどえ TEL.0859-56-5210
在宅医療福祉センター TEL.0858-26-2346
法人事業部セントラルキッチンアーク TEL.0858-26-1517

病院機能評価認定 ISO9001取得（JMAQA）

ISO9001取得（JSA）

社会医療法人 仁厚会 〒682-0023 鳥取県倉吉市山根43　TEL.0858-26-1012

ISO9001取得（JAB）
社会福祉法人 敬仁会 〒682-0023 鳥取県倉吉市山根55　TEL(0858)26-3864㈹　

地域ケアセンター マ グ ノ リ ア TEL(0858)26-3922
介護老人福祉施設 ル ・ ソ ラ リ オ ン TEL(0858)26-0115
介護老人福祉施設 ル・ソラリオン名和 TEL(0859)54-6500
介護老人福祉施設 ル・ソラリオン葛飾 TEL(03)3601-3711
介護老人福祉施設 ル・ソラリオン西新井 TEL(03)3899-3005

介護老人福祉施設 ル・ソラリオン綾瀬 TEL(03)5613-1176
介護老人保健施設 ル ・ サ ン テ リオ ン TEL(0858)26-3051
介護老人保健施設 ル・サンテリオン東郷 TEL(0858)32-2570
障がい者支援施設 敬 仁 会 館 TEL(0858)26-0480
救　護　施　設 ゆ り は ま 大 平 園 TEL(0858)32-0780　　

救　護　施　設 よ な ご 大 平 園 TEL(0859)56-6226
保　　育　　所 バ バ ー ル 園 TEL(0858)26-0211
保　　育　　所 あやせババール園 TEL(03)5613-8851
保　　育　　所 よどえババール園 TEL(0859)56-5268
養護老人ホーム シ ル バ ー 倉 吉 TEL(0858)26-0821

仁厚会・敬仁会
ホームページQRコード

※よどえババール園は今後 ISO9001（JAB）を認証取得する予定です。

●行事予定　各事業所で夏祭りを企画しています。地域の皆様も是非ご参加ください。

日にち イベント 事　業　所
ガーデンハウスよどえ
ル・サンテリオン北条
ル・サンテリオン鹿野
ル・ソラリオン名和
ガーデンハウスはまむら
よなご大平園
ル・ソラリオン綾瀬
ル・サンテリオン
マグノリア
ル・サンテリオン東郷

夕　涼　会
納　涼　祭
納　涼　祭
夏　祭　り
夏　祭　り
夏　祭　り
夏　祭　り
夏　祭　り
夏　祭　り
夏　祭　り

7月 21日（金）

7月 22日（土）

7月 29日（土）
8月 ５ 日（土）
8月 11日（金）
8月 18日（金）

8月 19日（土）

材
料 （
２
人
分
）

夏バテ防止スープ

栄養士が心と体に
おいしいレシピを紹介します!

健康
レシピ

【作り方】
❶トマトはサイコロ状、ニラは1㎝に切る。
❷鍋に分量の鶏ガラスープを入れ、豚ミンチ

を入れる。
❸沸騰したらあくを取り、肉の色が変わったら

ニラ、トマトを入れる。
❹生姜汁、塩・胡椒をして味を調えます。
❺最後に溶いた卵を少しずつ入れ、香りづけ

にごま油を一滴入れる。

米子東病院
管理栄養士／松本　瞳

　　　　　　　　栄
養価の高いトマトは

酸味

の成分であるクエン
酸やリンゴ酸などが

消化

を助け、食欲増進に
効果があります。豚

肉は

ビタミン B１が豊富
で疲労回復に効果が

あり

夏バテを防ぎます。
暑さで食欲も減退し

てく

るこの時期…。栄養
満点の具だくさんス

ープ

で暑い夏を乗り切り
ましょう！

トマトの栄養

今回は入れていませんが、春雨を入
れるとボリューム UP ！！しますよ。
ご飯を入れて中華風雑炊にすると、
これ一品で満腹感も得られます。

調
理
の
ポ
イ
ン
ト

・豚ミンチ...................... 30ｇ
・トマト ....................... 1/2個
・ニラ ............................. 10ｇ
・卵....................................1個

・鶏ガラスープ ........... 250cc
・生姜汁 ............................小1
・塩　胡椒...............少々
・ごま油

今回のレシピ担当
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